
　
府
営
住
宅
、
市
営
住
宅
な
ど
の
公
営
住
宅
と
公
団
住
宅
（
現
在
は
Ｕ
Ｒ
賃
貸

住
宅
）、
公
社
住
宅
な
ど
を
加
え
た
公
共
住
宅
は
、
昭
和
３０
年
代
末
か
ら
４０
年
代

に
か
け
て
大
量
に
供
給
さ
れ
た
。
老
朽
化
の
進
行
す
る
こ
れ
ら
の
住
宅
に
対
し

て
、
設
備
改
修
、
耐
震
補
強
、
建
て
替
え
、
更
に
は
「
団
地
再
生
」
と
い
う
新
た

な
手
法
も
加
え
、
住
環
境
維
持
・
整
備
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
時
代
と
と

も
に
住
宅
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
て
い
る
が
、
小
池
百
合
子

元
環
境
大
臣
は
、「
日
本
人
の
生
活
習
慣
の
中
で
、
玄
関
で
靴
を
脱
ぐ
こ
と
と
、

た
っ
ぷ
り
の
お
湯
を
湯
船
に
張
っ
て
入
浴
す
る
お
風
呂
好
き
の
習
慣
は
、
今
後

も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
て
い
る
。
私
も
同
感
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
も
一
般
家
庭
に
お
け
る
給
湯
ニ
ー
ズ
は
変

わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
給
湯
設
備
を
中
心
に
最
近
の
公
共

住
宅
の
環
境
配
慮
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

◎
公
営
住
宅
に
お
け
る
給
湯
器
仕
様 

 

　
大
阪
府
は
、
平
成
１９
年
度
に
「
府
営
住
宅
設
備
の
省
エ
ネ
推
進
と
安
全
性
確

保
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
中
で
、
従
来
型
給
湯
器
（
熱
効
率
８０
％
程

度
）
か
ら
、
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
熱
効
率
９５
％
）（
以
下
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
）
に

変
更
す
る
と
省
エ
ネ
効
果
が
高
く
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
る

と
の
結
論
に
至
っ
た
。
統
計
資
料
（
※
１
）
に
よ
れ
ば
、
一
般
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
う
ち
約
３０
％
は
給
湯
需
要
で
あ
り
、
給
湯
の
省
エ
ネ
化
は
家
庭
内
全
体

に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
大
阪
府
は
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
２０
年
度
に
実
施
す
る
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
府
営
住
宅
建
替
で
、
エ
コ
ジ

ョ
ー
ズ
を
採
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
近
畿
財
務
局
も
公
務
員
宿
舎
（
公

営
住
宅
に
準
ず
る
住
宅
仕
様
）
の
給
湯
設
備
取
替
に
お
い
て
、
従
来
型
の
給
湯

器
に
追
い
焚
き
機
能
を
付
加
し
て
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
を
設
置
す
る
入
札
を
平
成
２０

年
度
に
実
施
し
て
い
る
。
追
い
炊
き
機
能
の
追
加
に
よ
り
、
使
用
水
量
の
低
減

に
も
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
公
営
住
宅
は
、
公
的
資
金
を
活
用
す
る

こ
と
や
社
会
的
弱
者
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
必
要

最
低
限
の
設
備
仕
様
に
留
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
従
来
給
湯
器
に
比
し
て
割
高
で
あ
る
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
を
採
用
す
る
事
例

が
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。 

 

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
り
組
み 

 
　
近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
奨
・
義
務
付
け
る
公
募
・
入
札

が
公
共
住
宅
関
連
で
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
大
阪
府
住
宅

供
給
公
社
は
、
平
成
１８
年
度
に
住
宅
建
替
に
よ
り
発
生
し
た
余
剰
地
譲
渡
の
公

募
（
※
2
）
で
、
①
環
境
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
配
慮
と
し
て
太
陽
・
風
力
・
雨
水
等

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
方
策
等
を
提
案
す
る
こ
と
、
②
雨
水
利
用
し
た
生
態
系
へ

の
配
慮
と
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
の
計
画
を
提
案
す
る
こ
と
、
と
条
件
付
け
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
近
畿
財
務
局
は
、
平
成
２０
年
度
の
伊
丹
宿
舎
建
替
事
業
（
※
3
）

に
お
い
て
、
発
電
量
３０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
条
件

付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
り
組
み
は
ま
だ
少
数

で
は
あ
る
が
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
施
に
は
至
ら
な

団地再生と
省エネルギーシステム

団地再生と
省エネルギーシステム
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様
化

少

化

進

庭

変

わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
給
湯
設
備
を
中
心
に
最
近
の
公
共

住
宅
の
環
境
配
慮
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

発

３

以
上

太

光
発

備

件

付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
り
組
み
は
ま
だ
少
数

で
は
あ
る
が
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
施
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
数
年
前
に
都
市
再
生
機
構
（
以
下
都
市
機
構
）
と
住
宅
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
勉
強
会
を
実
施
し
た
こ
と
が

あ
る
。
江
戸
時
代
の
「
慶
安
の
御
触
書
」
に
は
、
糞
尿
を
含
め
た
生
活
廃
水
を
肥

料
に
す
べ
し
、
と
定
め
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
た
め
、
江
戸
に
は
神
田
上
水
、
玉

川
上
水
な
ど
上
水
道
は
完
備
さ
れ
た
が
、
下
水
道
は
無
用
の
長
物
と
さ
れ
、
そ

の
ぶ
ん
普
及
が
遅
れ
た
そ
う
で
あ
る
（
※
4
）
。
我
々
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と

し
て
、
ガ
ス
の
効
率
的
活
用
と
共
に
古
人
の
知
恵
も
継
承
し
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

◎
新
た
な
取
り
組
み
事
例 

  

（
都
市
機
構
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
） 

 

　
近
畿
圏
で
２０
万
戸
を
超
え
る
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
保
有
し
て
い
る
都
市
機

構
は
、
従
来
の
住
戸
単
位
の
改
修
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
留
ま
ら
ず
、
住
棟
単
位
で

減
築
も
含
め
た
大
規
模
改
修
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
団
地
再
生
」
と
い
う
手
法
を

研
究
開
発
中
で
あ
る
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
と
名
付
け
た
共
同
研
究
者
公
募
の

結
果
、
戸
田
建
設
グ
ル
ー
プ
が
選
定
さ
れ
、
現
在
（
2
0
0
9
年
１
月
時
点
）、

計
画
・
設
計
を
進
め
て
い
る
。
当
社
は
、
こ
の
実
証
実
験
の
場
に
お
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
提
案
中
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
世
代
の

発
電
・
給
湯
シ
ス
テ
ム
と
し
て
平
成
２１
年
度
か
ら
の
商
品
化
を
目
指
し
て
い
る

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」）
の
導
入
や
太
陽
熱
利
用
給
湯

シ
ス
テ
ム
な
ど
で
あ
る
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
、
隣
接
す
る
2
住
戸
（
親
族
、
近
親

者
の
入
居
を
前
提
）
に
１
台
を
設
置
し
、
効
率
的
な
運
転
を
実
施
で
き
る
提
案
と

な
っ
て
い
る
（
図
①
参
照
）。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く
、
従

来
給
湯
器
と
比
し
て
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
戸
設
置
に
先
立
っ
て
、
集
合
住

宅
で
は
複
数
戸
に
１
台
設
置
す
る
可
能
性
を
追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
太

陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
（
図
②
参
照
）
は
、
最
上
階
の
住
宅
を
対
象
と
し
て
、

屋
上
に
太
陽
熱
集
積
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
太
陽
熱
に
よ
り
水
温
を
上
昇
さ
せ
、
最

終
的
に
は
、
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
で
必
要
温
度
ま
で
加
熱
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
が
ハ
イ
テ
ク
・
最
先
端
の
省
エ
ネ
機
器
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
太
陽

熱
利
用
は
古
く
か
ら
あ
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
よ
り
有
効
な
省
エ
ネ
効
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
設
置
・
運
転
条
件
な
ど
を
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。 

◎
最
後
に 

 

　
民
間
住
宅
市
場
と
比

較
す
る
と
、
変
化
の
度

合
い
は
ゆ
っ
く
り
し
て

い
る
が
、
社
会
背
景
や

生
活
様
式
の
変
化
に
呼

応
し
て
公
共
住
宅
も
時

代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
畳
中
心
の
居

室
は
洋
室
へ
と
変
化
し
、

便
器
も
洋
式
化
し
て
い
る
。

快
適
性
や
利
便
性
を
追

求
す
る
思
想
は
公
共
住

宅
に
は
な
い
が
、
ス
ペ

ー
ス
の
有
効
活
用
や
安

全
性
の
視
点
か
ら
、
床

暖
房
を
設
置
す
る
公
共

住
宅
の
事
例
や
ベ
ラ
ン

ダ
で
の
物
干
し
が
で
き

な
い
高
層
住
宅
で
、
浴

室
暖
房
乾
燥
機
を
設
置
す
る
公
営
住
宅
の
事
例
が
あ
る
。
今
後
も
公
共
住
宅
事

業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
環
境
配
慮
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
点
か
ら
住
環
境
整
備

に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 
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幸
雄

滝井 洋 
（たきい・ひろし） 

大阪ガス（株）
都市圏住宅営業部

CEL

BEFORE BEFORE

AFTER
AFTER

１０２号室 １０１号室 ３０３号室 ３０２号室 

エネファーム 
（Ｋタイプ住戸と 
Ｌタイプ住戸で共用)

ミストサウナ機能付 
浴室暖房乾燥機 
（24 時間換気機能付） 

浴室暖房乾燥機 
（24 時間換気機能付） 

太陽熱温水器貯湯タンク 
（屋上集熱パネルと接続） 

エコジョーズ 

ガス温水床暖房 
（高放熱タイプ)

ガス温水床暖房 
（高放熱タイプ)

※これ等の図面は、2008 年夏に戸田建設グループに提案した内容であり、実施にあたり変更の可能性があります。

ガス温水床暖房 
（高放熱タイプ)

図① 図②
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